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　中小企業団体中央会は、各都道府県に一つ設置された47の都道府県中央会と、中央に全国中
央会があり、中小企業等協同組合法に基づき、中小企業組合の連携支援機関として設置されて
いる団体で、組合等を会員として、国・県の助成金等により運営され、組合及び中小企業の健
全な発展を図ることを目的としています。
　佐賀県中小企業団体中央会の主な事業は次のとおりです。

1 支援事業

2 金融の相談・あっせん

3 教育・情報提供事業

4 調査・研究事業

5 組合助成事業

6 共済事業

7 青年部活動

8 建議・表彰・親睦・その他

●組合設立　　　　　中小企業の組織化に関する一切の支援
●窓口相談　　　　　組合並びに組合員の運営・経理・労働・金融・税務・情報化等の相談
●巡回相談　　　　　指導員の巡回による組合運営等の支援
●労働相談　　　　　労働問題全般についての支援
●個別専門指導　　　弁護士・公認会計士・税理士・中小企業診断士・各コンサルタント等の専門家による指導

●金融あっせん　　　商工中金をはじめ政府系金融機関等への事業資金の融資相談
●共同施設設置相談　中小企業高度化資金の導入指導等
●制度金融の相談　　組合共同事業資金等の県の各制度資金等の相談

●講習会・研修会の開催　　●情報の提供　　●教育器材の貸出　　●情報連絡員の設置

●各種実態調査　　●研究会等の開催　　●各種委員会・懇談会の開催

●中小企業連携組織等支援事業　●組合等の情報化対策事業　
●小企業者組織化指導事業……以上の事業の経費に対する助成

●中小企業倒産防止共済制度　　●特定退職金共済制度　　●総合保障共済制度
●企業年金保険制度　　●所得補償制度　　●中小企業オーナーズプラン　　●中小企業PL保険制度
●火災共済制度　　●自動車事故見舞金共済制度　●個人情報漏えい賠償責任保険制度

●中小企業青年経営者・後継者の資質の向上のための研修会の開催やそれに対する助成

●中小企業対策の強化・推進のために国・県等に対する建議陳情
●事業運営の優秀な組合及び功労役職員の表彰、国・県に対する表彰者の推薦

「小城羊羹初祖　村岡総本舗」
アドレス: http://www.muraoka-sohonpo.co.jp/

　組合ホームページ探訪

　今回、リーダー魂でお話をお伺いした、佐賀県菓業青年会の村
岡会長の会社、株式会社「村岡総本舗」のホームページです。色
とりどりの和菓子は見ているだけでも美味しそうで、訪問者の目
を楽しませます。また通販も可能となっており、直接このホーム
ページから素晴らしい和菓子の数々を注文できます。
　県内各地にある村岡総本舗の店舗ではほとんどの商品が試食可
能となっており、実際に実店舗を訪れる際にどの商品を選ぶかの
目安をつけるのにも良いかもしれません。贈答品や茶菓をお買い
になる際には、是非一度こちらのホームページをご覧になっては
どうでしょうか。



「歴史ある佐賀県菓子の普及を通じて郷土
　の食文化の保全・発展を目指す」

佐賀県菓業青年会　会長　村岡由隆　氏
（株式会社村岡総本舗　副社長）

―本日はよろしくお願いします。まずは佐賀県菓業青年会
についてお教えください。

村岡　佐賀県菓業青年会は、佐賀県内の菓子製造販売事業
者が組織する佐賀県菓子工業組合の青年部にあたる組織
で、主として菓子製造販売事業者の後継者となる若手が
加入しています。その歴史は非常に古く、親組合が組織
化された頃、50年近く前から既に青年部組織として存
在していたようです。現在組合員数は18名となってお
ります。親組合の組合員数が100名ですので、それに比
べると少ないようにも思えますが、最近４名ほど加入い
ただき現在の会員数となっており、菓青会（※佐賀県菓
業青年会の略称）としてはむしろ部員は増えています。

　　事業、活動としましては、まず月に一度の例会による
情報交換や事業計画の策定、そして会員に対する研修事
業が挙げられます。最近で言えばFacebookによる情報
発信研修など、経営に関する技術を学ぶ事業、そして菓
子製造技術を持った講師を招聘し、菓子製造についての
知識・技術を磨く実技研修事業、他都道府県で事業を成
功させている会社等に実際に訪問し、直接説明を受けた
り、製造・販売方法等について見学したりする実地研修
等を実施しております。

　　そのほか、大きな事業といたしまして「施設訪問」事
業を行っています。これは、県内にある、児童養護施設、
母子家庭の支援施設、幼稚園・保育園などの子供を対象
として菓青会会員のお菓子をプレゼントする事業を行っ
ております。

―なるほど、施設訪問事業は菓子製造販売事業者らしい素
晴らしい取組ですね。

村岡　一つは、佐賀県の次代を担っていく子供たちに、地
元の事業者が造っている伝統ある菓子等を味わってもら
い、佐賀県の食文化の継承として次の世代に伝えていき
たいという思い、そして、我々の持てる資源の中での社
会貢献は何かと考えた結果として始められた事業です。
会員18名と、菓青会ＯＢの有志で、年一回、６〜８ヶ

所の施設に対して実施しております。
　　この他、大きな事業として行っているのは、毎年佐

賀市で開催されています「佐賀城下ひなまつり」への出
展協力です。佐賀市柳町にあります「旧古賀銀行」で、
ひなまつり期間中に丸ボーロをその場で焼いて提供した
り、羊羹の裁断など菓子製造の実演販売、来場者に実際
に自分の手でお菓子を作っていただくお菓子作り体験の
実施などを行っております。

　　また、佐賀県の伝統的な砂糖菓子で、鯛などを模った
「寿賀台」と呼ばれる菓子があります。この寿賀台は一
時製造者が途絶え、佐賀県から、つまりこの世から消滅
の危機にあったものを私達菓青会で最後の伝承者から製
法を教わり、見事復活させる事ができたお菓子なのです
が、佐賀県の食文化の伝統の継承という観点から、この

「寿賀台」をひなまつりに合わせて製造し、展示する事
業も行っております。

―今年のひなまつりで見ました。お菓子なのでしょうけど
も、食べるのが勿体ないような立派なお菓子でした。

村岡　ひなまつりで好評だったのは、何と言っても焼きた
ての丸ボーロですね。あの味と食感に香ばしさが加わっ
て、本当に美味しいと評判です。特に丸ボーロの本家で
もある佐賀県民の皆様には、佐賀城下ひなまつりなど、
機会があれば是非ご賞味いただきたいです。
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―青年部として、佐賀県の菓子の伝統を継承し、各種研修
事業でスキルを高めつつ様々な機会を通じて菓子普及に
努められる一方で、御商売の観点からみた現在の業界の
現状はいかがでしょうか。

村岡　実際のところ、菓子業界は政治経済状況による大き
な変動が無いというのが業界としての特徴です。勿論、
人口の推移等による長期スパンでの環境変化の影響は受
けますが、今後短期間に目に見えて衰退するような事は
無いと思われます。従って、菓子製造業での最大のリス
クは後継者問題となると思うのですが、菓青会の範囲で
言えば新入会員も増えたりと、切羽詰った状況にはない
と考えます。

　　むしろ、和菓子というカテゴリーで見た時に、当社も
そうなのですが、店舗にて小売販売も行っている業態の
会員にとっては、コンビニエンス・ストアで売られてい
る和菓子との競争が課題になると考えます。コンビニは
確かに手軽でいいのですが、販売されている食品は流通
の問題からやはり食品添加物などを多用されがちな傾向
にあります。勿論コンビニで売られている食品全部がそ
うだというわけではありませんし、コンビニで売られて
いる商品であっても私達の組合員企業の県産菓子製品は
安心していただいても良いと思うのですが、茶菓として
は、食品添加物を抑えた地元製造の和菓子をお客様に提
案していけば、コンビニ販売の和菓子と十分差別化する
ことが出来、戦っていけるのではないかと考えておりま
す。

―そうなると、大事なのは「情報発信」ですね。

村岡　佐賀県では平成25年から、国内のさまざまな企業
とコラボレーションをして地域情報を発信する取組であ
る「FACTORY SAGA」という取組が実施されていま
すが、今年度それを継承発展した情報発信プロジェクト
である「サガプライズ！」という取組が行われています。
実は現在、組合でこれに協力し、東京都で佐賀県の菓子
製品のＰＲをする出展を準備中で、菓青会としてこれに
最大限協力することとしています。

　　佐賀県は、歴史をみても実態をみても、名実ともに日
本随一と言っても過言ではない「お菓子どころ」なので
すが、東京や京都などの人とお話をすると、「佐賀県に
はあまりお菓子が無いですよね」というような言い方を
よくされます。今までいかに情報発信に手が回っていな
かったのか痛感する瞬間です。

　　佐賀県民としては、「いや、佐賀には「丸ぼうろ」が

あるじゃないか！」と思うのですが、「丸ぼうろ」とい
う語感から、どうしても京都の「蕎麦ぼうろ」と比較さ
れてしまうのです。すると何が起こるかというと、丸ぼ
うろを知らない人が食べると、「あれ？これ湿気てない
ですか？」と違和感を持たれます。これほどに、我々が
期待するほど佐賀県のお菓子は全国的には浸透していま
せん。勿論一つは私達業界としてのＰＲ不足だと思うの
ですが、反面業界だけでＰＲするのはどうしても限界が
あります。

　　そこで、できれば県民の皆様にお願いなのですが、県
外の方にお会いする機会がある時には佐賀の文化を宣伝
するという気持ちを是非持っていただき、たとえばシュ
ガーロードの事ですとか、佐賀県の歴史において鍋島藩
の幕府への二大献上物は焼物と「砂糖」だった伝統があ
る事等を、佐賀のお菓子を添えて積極的にお話頂ければ
と思います。もう一つの佐賀を代表するお菓子である「羊
羹」についても、直近では家庭における羊羹購入額が２
位に転落しました。大体１位をキープしている事が多い
ので、再び１位に返り咲き、名実の「実」としてもお菓
子王国であるために、こちらも県民の皆様にもご協力を
いただければ幸いです。

―最後に、村岡さんご自身についてお教えください。

村岡　個人的なこと・・・ですか（笑）。個人的な事を話
すのはお恥ずかしいのですが、今現在は走ることが趣味
ですね。好きな言葉と言われて思い浮かべるのは「無心」
という言葉ですが、走っている時には本当に無心になれ
る瞬間があり、これが日々忙しい中で、気持ちを切り替
える一つのポイントにもなっているのかな、とも思いま
す。お菓子作りは、「あすか」「まれ」などＮＨＫの朝ド
ラ等でも時折取り上げられたりしますが、人々の笑顔を
作る夢のある仕事でもあります。そういう仕事に就いて
いる事を誇りとし、郷土の文化を守り盛り上げていく気
持ちで、私達会員一同頑張っておりますので、佐賀県の
お菓子ともども私達佐賀県菓業青年会を宜しくお願いし
ます。

―本日はありがとうございました！
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平成27年度  中小企業活路開拓調査・実現化事業の募集について（第3回）

　社会・経済の環境変化等に対応するため、単独では解決困難な諸テーマ（新たな活路開拓・付
加価値の創造、既存事業分野の活力向上・新陳代謝、情報化の促進、技術・技能の継承、海外展
開戦略、各種リスク対策等）について、中小企業が連携して改善・解決を目指すプロジェクトを
支援する全国中小企業団体中央会の補助金です。
　本事業への取り組みをお考えの組合等は、一度本会までご相談ください。

■補助対象組合
　①事業協同組合　②事業協同小組合　③火災共済協同組合　④信用協同組合　⑤協同組合連合会　⑥企業組合　
　⑦協業組合　⑧商工組合（同連合会）　⑨商店街振興組合（同連合会）　⑩生活衛生同業組合（同連合会）　
　⑪その他組合　⑫一般社団法人　⑬共同出資会社　⑭ＬＬC　⑮ L L P　⑯任意グループ
 
※補助金額・補助率・募集予定数の数字についての詳細は、全国中小企業団体中央会のホームページより「要綱」を
　ダウンロードしてご覧になり、ご確認ください。

　詳細は本会までお問い合わせいただくか、全国中小企業団体中央会ホームページ（http://www.chuokai.or.jp/）か
らご確認いただけます。応募に関して、それぞれ期限や条件等がありますので、必ずご確認ください。

※補助率・補助金額は前年実績です

■問合せ先　佐賀県中小企業団体中央会　TEL 0952-23-4598／FAX 0952-29-6580
　全国中小企業団体中央会ホームページ　http://www.chuokai.or.jp/

１．主たる目的が単にイベント開催であると思われるもの
２．主たる目的が販売促進のためのロゴマーク・パッケージデザイン・パンフ等の製作
　　であると思われるもの
３．展示会事業にて、応募時点までに商品化されていない製品・サービス等
４．試供・求評事業における華美な展示会開催・出典

参考！

中小企業者が、共同して新たな活路
を見出す為に実施するビジョン作成
やその具体的事業化に対し助成（※）

中小企業者が、共同して販路拡大の
ために、新製品及び新技術を展示会
等に出展する事業に対し助成（※）

組合を基盤とした組合員向け情報
ネットワークシステム等の構築に対
し助成

補助対象経費の 6/10
以内
最高 11,588 千円
最低　1,000 千円を限度

補助対象経費の 6/10
以内
1,200 千円を限度

補助対象経費の 6/10
以内
11,588 千円を限度
最低 1,000 千円を限度

中小企業組合等
活路開拓事業
（一般活路）

中小企業組合等
活路開拓事業
（展示会）

組合等情報ネットワーク
システム等開発事業

第１次応募
期間
7月22日
～8月25日

第２次応募
期間
8月26日
～9月29日

補助事業名 内　　　　　容 補助金額 応募締切

～補助対象とならない事業内容～
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　平成27年７月13日（月）、14日（火）、
県内中小企業組合の健全運営を図る
ために、組合管理者等を対象に政経
情勢等について認識を深め、また組
合等の連携交流の促進に資すること
を目的とした夏期恒例の「中小企業
組合トップセミナー」を、嬉野市嬉
野町「観光ホテル大正屋」にて開催
しました。
　今年度のトップセミナーでは、第
一日目にテレビ等でもお馴染みのフ

リーキャスター伊藤聡子氏をお迎えし、「地域経済の活性化が、日本の元気を取り戻す鍵」をテーマに地域
経済の活性化と地方創生の鍵について講演をいただきました。また第二日には、元東京ヤクルトスワローズ
の選手兼監督として活躍された古田敦也氏をお招きし、「古田流人材育成」というテーマで、いかに人材を
育成していくかについてお話しいただきました。暑中、またお忙しい中で嬉野市まで足をお運びくださいま
した県内中小企業組合関係の皆様、誠にありがとうございました。

　セミナー第一日目は、テレビの報道情報番組等で活躍されているフリーキャス
ターの伊藤聡子氏をお迎えして「地域経済の活性化が、日本の元気を取り戻す鍵」
のテーマでお話をいただきました。伊藤氏は、政治問題、環境問題等課題山積の
グローバルな世界状況にあって、その中で日本の置かれた状況、その課題につい
てお話しされ、それを解決する方法としての「地方創生」が重要となっていると
して、①社会的存在としての使命感がある、②正しい理念と経営、③従業員を人
材でなく人財としてみる、④社会問題をビジネスとして解決し、「幸せを」創出す
る、このような企業こそが地方創生における主導的役割を果たしていく事が出来
るとお話されました。また、実際にそのようなビジネスを展開している、国内の

地方ビジネスの事例
を幾つか紹介され、
日本のみならず、世界の規模の問題でもある農
業、環境、災害対策、エネルギー問題等に資す
る事が出来るビジネスの「最先端モデル」を日
本の地域から構築をしていくべきだとのお話を
いただき、万雷の拍手により閉会しました。

　セミナー第一日目の夕刻から、本事業のもう一つの目的でもあります組合間の連携交流、関係機関との親
睦に資するために、佐賀県農林水産商工本部副本部長横尾金紹氏、㈱商工組合中央金庫佐賀支店長泉水潤氏
らを来賓にお迎えし、セミナー参加者による「交流懇親会」を開催しました。本日の講演内容、それぞれの
業界について、あるいは日本経済や世界情勢等々について、果ては健康問題や趣味嗜好に至るまで、参加者
同士で多岐にわたる情報交換をしながら大いに交流・親睦を深めました。

中小企業組合トップセミナー盛会に開催!
平成27年度

▲ 伊藤聡子 氏
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　トップセミナー第二日目には、元プロ野球選手で東京ヤクルトスワローズの選
手兼任監督まで務め、現在は後進の育成指導にも尽力されている野球解説者 古田
敦也氏をお迎えして、「古田流人材育成」をテーマにお話しをいただきました。

　講演では、ご自身が監督を務められた経験から今の「若手」との「付き合い方」
についてお話を始められました。
　現代の若い選手は、体を作る食事やトレーニング方法など情報レベルが上がり、
昔は監督やコーチからやれと言われたら素直にやっていた事も、今は「それを行
う理由」を聞いてくる状態であり、そのような若手に対して彼らを「聞く耳を持つ」
状態にするのが指導者としての役割だと力説。そのノウハウについて自らの経験
を基に話を続け、その中で、たとえばイメージ通りの活躍が出来なかった若手が

自己嫌悪の為なのかフテ腐れた態度を取ることがあるが、今の若者は優秀な反面、情報過多によって「先読
み」をしてしまい、「向かっていく姿勢」が無くなりがちなので諦めも早い選手が多く、自ら可能性を閉ざ
してしまう勿体ない場面が多いこと、そうした先読みの態度を改めさせるのも指導者としての役割であると
力説されました。更に、どういうふうに若手を説得するか、その材料の一つとして、自らの人生経験につい
てお話をされました。小中学生の頃の柔道家である豪快な父親とのエピソード、野球を経験した高校から、
母に期待されての立命館大学進学についての話、大学野球での絵にかいたように厳しい体育会系の環境で、
歯を食いしばって頑張った結果として、大学生のオールジャパンに選ばれて活躍することが出来たエピソー
ド、それにより大いに期待したその年のドラフトで、期待とは裏腹に指名されなかった悔しさ、恥ずかしさ、
それを逆に糧にしてトヨタ自動車に入社、一旦社会人になり２年後のドラフトを目標とした話、ドラフトで
指名される為の戦略を自分なりに考え、「目が悪く眼鏡を掛けていて大成したプロ野球選手は一人もいない」
という事が指名されなかった理由だと突き止め、そこで諦めずに「眼鏡を掛けていても誰よりも上手くなれ
ばいい」という「気概」により努力した結果、ソウル五輪の代表に選ばれ、遂には２年後のドラフト会議で
ヤクルトスワローズに２位で指名された事などを臨場感たっぷりに、時に冗談をまじえ、会場を沸かせなが
ら熱弁をいただきました。
　次いで、ヤクルト入団後の自身のご経験、野村監督、若松監督との出会いと両監督から学んだ事について
お話をされ、「人を動かす」にはこれでなければならないという事はない。色々な手を持っておくこと、時
代と共に変化していくことが大切だとの自身の思いを会場に伝え、万雷の拍手により古田氏からの講演は盛
会裏に終えました。
　その後、質疑応答でも会場内から積極的
に挙手があり、一つ一つの質問について、
気さくに、また熱くアドバイスをされてい
ました。
　また、時間の無い中で記念撮影にも気軽
に応じるなど最後まで「古田流」の人材育
成術の真髄を参加者に惜しみなく見せて
いただきました。

▲古田敦也 氏

▲県農林水産商工本部副本部長横尾金紹氏からのご挨拶 ▲商工中金佐賀支店支店長泉水潤氏の乾杯のご発声
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高年齢者の活用促進のための雇用環境整備の措置を
実施した事業主へ助成金を支給します

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構

佐賀支部 高齢・障害者業務課
（ＴＥＬ 0952-37-9117）

詳しい内容については、各都道府県支部の
高齢・障害者業務課にお問い合わせください。
当機構ホームページ（ http://www.jeed.or.jp/）
でもご案内しています。

■ 新たな事業分野への進出等 による高年齢者の職場又は職務の創出

■ 機械設備、作業方法、作業環境の導入・改善 による高年齢者の就労の機会の拡大

■ 高年齢者の就労の機会を拡大するための 雇用管理制度の導入・見直し

■ 定年の引上げ、定年の定めの廃止、希望者全員を対象とする継続雇用制度の導入

高年齢者の活用促進のための措置の実施

上限額1,000万円 で 要した費用 の ３分の２ が支給されます
（中小企業以外は２分の１）

ただし、活用促進措置の対象となる、１年以上継続して雇用している
60歳以上の雇用保険被保険者１人につき 20万円を上限とします
（建設、製造、医療、保育又は介護の分野の事業主は 30万円上限）

建設、製造、医療、保育 又は 介護 の分野 の事業を営む事業主は

(1)１人当たりの上限額※が 20万円 ⇒ 30万円 に引き上げ
※活用促進措置の対象となる、１年以上継続して雇用している60歳以上の雇用保険被保険者１人当たりの上限額

平成２７年４月１０日付けで
制度内容が一部改正されました

◇ 環境整備計画を開始する６か月前から３か月前までの間に、環境整備計画書等の提出が必要です

(2)環境整備計画のうち、

・70歳以上への定年の引上げ

・定年の定めの廃止

・65歳以上への定年の引上げ 及び 希望者全員を70歳以上まで雇用する継続雇用制度の導入

のいずれかの措置の実施については 70歳以上 ⇒ 67歳以上 に要件緩和
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　全国の中小企業者による決意表明と、国への中小企業対策の更なる拡充要請を全国規模で行うための「第
67回中小企業団体全国大会」が来る11月20日（金）、「団結は力　見せよう組合の底力！〜組合でひろがる
中小企業の発展〜」をテーマとして、沖縄県宜野湾市「沖縄コンベンションセンター」を会場として開催さ
れます。
　大会には、全国から参集する約2,000人の中小企業組合の代表者とともに、関係大臣、政党代表、中央官
庁の長等にもご臨席いただき、直接要請を行います。
　本会では、これに向けて全国大会オリジナルツアーを企画いたしました。
　全国大会ツアーでしか体験できない特別なコースを巡る満足度の高い本会オリジナルの団体旅行を是非ご
利用いただき、全国大会にご参加くださればと思います。

■第67回中小企業団体全国大会
　　日　　　時：平成２７年１１月２０日（金）１３：００〜１６：３０
　　場　　　所：沖縄県宜野湾市真志喜 4-3-1沖縄コンベンションセンター
　　主　　　催：全国中小企業団体中央会／沖縄県中小企業団体中央会
　　大会参加料：6,000円（本会ツアーをご利用の方は別途ツアー料金が必要です）

■佐賀県中央会オリジナルツアー

　　※原則全行程参加での企画ですが、一部参加等別行動を希望される方もご相談に応じます。

（１）日　　程　　11月19日（木）～21日（土）　２泊３日
（２）行　　程　　上記『旅行行程表』のとおり
（３）参加費用
　　 　○大会参加料（運営費及び政策推進費・買物券1,000円分含む）6,000円
　　　 ○旅行費用　　（交通費、宿泊費、懇親会費、その他諸経費）　 88,000円
　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費用合計　94,000円

（４）申込期限　　９月30日（水）

第６７回 中小企業団体全国大会のご案内

◎留意事項
・旅行費用につきましては、参加予定人員数に満たない場合ご負担金額が変わる場合がございますので予めご了承
　ください。
・申込後に取り消された場合は、大会参加料6,000円と、キャンセル料をご負担いただくことをご了承ください。
・集合時間の時刻等については、変更になる可能性がありますので、参加される方には別途改めて正式な参加案内
　をお送りいたします。

　なお、詳細な内容、参加につきましては担当者 （電話 0952-23-4598 担当 ： 鳥谷） までお問い合わせください。

第６７回中小企業団体全国大会旅行行程■集合場所：福岡空港第2ターミナル１階　旅行代理店　近畿日本ツーリスト専用カウンター前
　　　　　（日本航空とスカイマークの間にあります）
■集合時間：８時２０分
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佐賀県中小企業団体事務局代表者会
会　長　有森敏明（鹿島ショッピングセンター協同組合　専務理事）
会員数　33名
　事務局代表者会は、事務局を持つ佐賀県内の協同組合の事務局代表者同士の交流と研鑽を目的に平成６
年結成され、2１周年目となります。本会の趣旨に賛同し、ともに情報交換と研鑚活動に参加していただけ
る未加入の組合事務局がございましたら、是非加入をご検討ください。
　加入のお問い合わせは事務局0952-23-4598（中央会内　担当　高羽・舛田）まで。

　６月23日（火）、佐賀市・
佐嘉神社記念館におきまし
て、佐賀県中小企業団体事
務局代表者会の第2１回通常
総会が開催されました。
　来賓として、佐賀県中小
企業団体中央会江島秋人専
務理事、同小城原慶文事務
局長に臨席いただき、百武
龍太郎副会長の開会の発声
ののち、有森敏明会長より

開会の挨拶が行われ、次いで中央会江島専務理事より来賓の祝辞を頂戴いたしました。そののち、
有森会長が議長となり議案審議に入り、平成26年度事業報告・決算報告について満場一致で原案通
り可決・承認された後、平成2７年度事業計画・予算案についての上程がなされました。
　平成2７年度の事業計画では、長年続いたデフレ経済から脱却に向かいつつある日本経済において、
その過程ではあらゆるもののコスト増先行から多くの中小企業の経営は当面厳しい状況が継続する
と考え、今年度本格的に始動する「ローカル・アベノミクス」による地方の活性化、いわゆる「地
方創生」に県内中小企業者として積極的に寄与するため、組合がその「本来の役割」を果たすこと
は勿論、積極的な事業、新たな取り組み等を行う事によって活路を見いだし、中小企業活性化に貢
献できる法人組織として健全発展する事が必要だとの認識の下に、組合事務局機能の高度化の一環
として事務局担当者等の見識を高める各種研修会、講習会等の開催を行う原案が可決・決定されま
した。また、その事業を執行する予算に
ついても原案通り可決されました。
　通常総会に続き、商工組合中央金庫佐
賀支店から泉水潤支店長、三井生命保険
株式会社佐賀支社から徳光義孝課長を来
賓にお迎えし、懇親会が盛会に催され、
会員同士での情報交換と親睦が深められ
ました。
　お忙しい中通常総会にご出席いただき
ました代表者会の会員の皆様、どうもあ
りがとうございました。

佐賀県中小企業団体事務局代表者会第21回通常総会開催!
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　佐賀県中小企業団体中央会では、各組合あるいは貴業界等において、中小企業者が対応を迫られている諸
問題について外部専門家（講師）を招いての研修会等を開催する事業に対し支援を行います。
　一回の事業での助成額相当は、事業費総額の２／３以内、上限20万円を限度とします。

　なお、本事業につきましては、事業にかかる一切の費用全額を一旦中央会が支出し、事業終了後に実施主
体（組合等）の「自己負担額」相当分を中央会から実施主体（組合等）に請求させていただき、ご負担いた
だく制度となっています。
　従って、本事業を利用する旨の申し込みをし、事業実施の決定がなされる前に、組合等実施主体が自ら直
接支出した経費や、既に実施された講習会等は対象となりませんので、ご注意ください。（遅くとも事業実
施３週間程度前までに、必ず中央会指導員にご相談ください。）
　また、 本事業では視察研修等の旅費については、補助対象となりませんので、予めご了承くださいますよ
うお願いします。

※　予算枠がありますので、基本的には先着順となります。具体的な内容・詳細な日程が決まっていない場
　合にも、是非一度お早めにご相談ください。

中央会補助事業（研修等事業）を活用しませんか!

お問い合わせは、中央会事務局まで

佐賀県中小企業団体中央会 〒８４０－０８２６
佐賀市白山二丁目1番1２号　佐賀商工ビル６階
ＴＥＬ　０９５２－２３－４５９８
ＦＡＸ　０９５２－２９－６５８０

活用例

組合員の意識改革による業界活性化の為に組合員を対象とした「講習会」を開催
したい！

講習会の開催費として、講師謝金10万円、講師旅費10万円、会場借料に５万円、
当日の資料代金として５万円（参加人数50名×千円）、合計30万円を要する。

中央会の事業によって実施すれば、総事業費30万円のうち自己負担は１/３でＯＫ！
　　　　（総事業費）　　　 　（助成部分）　       　（自己負担額）
 　　　３００，０００円 　－ 　２００，０００円　 ＝ 　１００，０００円　!

※対象経費　　講師謝金、講師旅費、会場借料、資料費、借損料
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公益財団法人

佐 青 中 通 信 ₂ ₀ ₁ ₅ . ₇

　第39回青年中央会通常総会盛会に開催！

佐賀県中小企業青年中央会
会　長　渕上史貴（佐賀青果食品（協）青年部長、（有）渕上青果代表取締役）
会員数　3₆名
　佐賀県中小企業青年中央会は、県内経済の次代を担う中小企業組合の青年経営者、若手後継者等の育成
を主な目的として昭和₅₁年に結成されました。現在、単なる後継者育成事業に留まらずに、互いに交流を
深め意見を交換しながら、業種の垣根を超えたビジネスの創出、ビジネス・マッチングによる新しい経済
活動の創出を目指し活動しています。本会の趣旨に賛同していただける未加入の組合青年部がございまし
たら、是非加入をご検討ください。
　お問い合わせは事務局0952-23-4598（中央会内）まで。

　去る６月26日（金）、佐賀市「ロイヤルチェスター佐賀」において、佐賀県中小企業青年中央会の第39回通常
総会が開催されました。
　通常総会に先駆けて、研修事業として株式会社アチーヴメントストラテジー代表取締役富田英太氏を講師に
お迎えし、「お金をかけずに繁盛する方法～１,000店を黒字化させたスペシャリストに学ぶ～」と題してご講演
をいただきました。講演終了後、通常総会が開始されました。
　総会では、渕上会長が議長となり平成26年度事業報告・決算報告、平成2７年度事業計画・予算案について審
議がなされ原案通り可決・承認されました。
　続く懇親会では、㈱商工組合中央金庫佐賀支店支店長泉水潤様、㈱日本政策金融公庫 佐賀支店支店長古川隆
三様、佐賀県商工会青年部連合会会長田中裕一郎様、佐賀県農協青年部協議会委員長横尾隆登様、三井生命保
険㈱ 佐賀支社支社長渡邉省二様、また、佐賀県中小企業団体中央会小城原慶文事務局長ほかたくさんのご来賓
にご臨席いただき、会員同士、あるいはご来賓の皆様とも大いに語らい交流を深めました。
　お忙しい中に通常総会にご出席いただいた佐賀県中小企業青年中央会の会員の皆様、どうもありがとうござ
いました！

　６月１9日（金）に、山形県「山形グランドホテル」で開催された全国中小企業青年中央会通常総会において、
総会に先立ち開催された全国代表者会議における「ココが自慢！！私達の取組」事例発表会におきまして、本県
渕上会長が発表した、「青年部共同イベント事業（映画試写会）」が、高知県、岡山県の青年部と並び栄えある
全国ベスト３に選出されました！ 
　結果、９月に島根県松江市にて開催される平成2７年度組合青年部全国講習会において事例発表の機会が与え
られました。
　佐賀県の青年部の先進的取組として、佐賀県の名前とともに全国に先駆けた事例としてしっかりと全国の青
年部にお伝えしてきたいと会長・事務局ともども意気込んでいます。
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景況NEWS
平成27年5～6月分

　中央会では、県内37業界より情報連絡員を委嘱し、毎月その業界の景況等についてご報告をい
ただいております。
　ご報告いただいた平成27年5～6月分の景況は下記の傾向を示しています。
　なお、全国中央会が取りまとめている全国の調査結果をご希望の方は本会までご連絡下さい。
全国中央会ホームページ（http://www2.chuokai.or.jp/keikyou.asp）からもご覧いただけます。

5月、6月の傾向

佐賀県内中小企業37業界の景況佐賀県内中小企業37業界の景況佐賀県内中小企業37業界の景況佐賀県内中小企業37業界の景況佐賀県内中小企業37業界の景況佐賀県内中小企業37業界の景況

　今期（5-6月期）の景況調査結果について＜前月比＞DI（全業種）をみると、主要指標である「売上高」は、５月時調
査結果ではマイナス１７.１、６月時の調査結果ではプラス１１.4となった。前月比売上高が改善した為か、主要指標「収益
状況」は５月時調査結果でマイナス5.７、６月時調査結果でもマイナス5.７と前期（4月）調査時よりも改善。「業界の景況」
については、５月時調査結果まではマイナス１７.１と悪化基調だったものが、６月時調査結果ではマイナス１１.4で、再び
マイナス幅の縮小に動いた。
　一方、今期の景況調査の結果について＜前年同月比＞DI（全業種）でみた場合、主要指標の「売上高」については、
５月時調査結果はプラスマイナス0.0、６月時調査結果プラス１4.3となり、前期（４月）調査時からプラスで推移している。

「収益状況」に関してみると、５月時調査結果はマイナス5.７、６月時調査結果はマイナス１１.5、また、「業界の景況」に
ついては５月時マイナス１７.１、６月時マイナス20.0となった。それぞれマイナス幅が若干拡大したが、感触としては横
這い傾向である。（グラフ参照）

前　　月　　比 前 年 同 月 比

→ → → DI 評価 → → → DI 評価
売上高

[DI]=[増加]-[減少]
22.9% 37.1% 40.0% －17.1% 40.0% 20.0% 40.0% 0.0%
34.3% 42.8% 22.9% 11.4% 42.9% 28.5% 28.6% 14.3%

在庫数量
[DI]=[減少]-[増加]

16.7% 70.8% 12.5% －4.2% 12.5% 62.5% 25.0% 12.5%
4.2% 75.0% 20.8% 16.6% 12.5% 62.5% 25.0% 12.5%

販売価格
[DI]=[上昇]-[低下]

8.6% 88.5% 2.9% 5.7% 14.3% 80.0% 5.7% 8.6%
8.6% 85.7% 5.7% 2.9% 8.6% 80.0% 11.4% －2.8%

取引条件
[DI]=[好転]-[悪化]

2.9% 94.2% 2.9% 0.0% 2.9% 80.0% 17.1% －14.2%
2.9% 91.4% 5.7% －2.8% 2.9% 91.4% 5.7% －2.8%

収益状況
[DI]=[好転]-[悪化]

8.6% 77.1% 14.3% －5.7% 20.0% 54.3% 25.7% －5.7%
11.4% 71.5% 17.1% －5.7% 11.4% 65.7% 22.9% －11.5%

資金繰り
[DI]=[好転]-[悪化]

2.9% 88.5% 8.6% －5.7% 2.9% 82.8% 14.3% －11.4%
2.9% 88.5% 8.6% －5.7% 2.9% 77.1% 20.0% －17.1%

設備操業度
[DI]=[上昇]-[低下]

13.3% 66.7% 20.0% －6.7% 13.3% 60.0% 26.7% －13.4%
12.5% 75.0% 12.5% 0.0% 12.5% 62.5% 25.0% －12.5%

雇用人員
[DI]=[増加]-[減少]

2.9% 91.4% 5.7% －2.8% 2.9% 88.5% 8.6% －5.7%
5.7% 94.3% 0.0% 5.7% 5.7% 88.6% 5.7% 0.0%

業界の景況
[DI]=[好転]-[悪化]

8.6% 65.7% 25.7% －17.1% 8.6% 65.7% 25.7% －17.1%
8.6% 71.4% 20.0% －11.4% 11.4% 57.2% 31.4% －20.0%

●DI［景気動向指数］値（全業種） 上段が5月分、下段が6月分

（調査票取りまとめ:平成2７年７月１3日　情報連絡員総数3７名:5月回答数35名:回答率94.6%、6月回答数35名:回答率94.6%）

　 =良い（DI>30%）、　 =やや良い（30%≧DI>10%)、　 =変わらない（10%≧DI>-10%)
　 =やや悪い（-10%≧DI>-30%)、　 =悪い(DI≦-30%)
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< 業 界 通 信 >
■佐賀県菓子工業組合　理事長　中原正博　氏

　売上は前年比として、温度差はあるがほぼ横ばいと言う
所が多く、比較的堅調に推移している。また菓子の需要的
には、例年より気候温度が低い割には、前年並みの水準だ。
原材料において、製品に使用されるバター等が品薄状態が
続いており、安定供給が懸念される。製造原価も含めた全
体のコストの上昇は、現状では中々解消できていないので、
商品価格や規格の変更、また販売環境や労働環境などの見
直しなど改善が必要な状況だ。
　戦後70年の節目であり、地方創生の始まりでもあるの
で、各業界の歴史、文化、現況など一度精査し、佐賀県の
特色を、より顕在化させるためにも、強み、弱点等を表面
化させ、今後の発展、繁栄につなげる取り組みをし、更に
次世代に活かせることが出来るように、佐賀県の各業界の
歴史、文化、歩み、組合、組合員の動向、発祥から現在ま
での過程がわかる詳細な内容を含んだ各業界別で資料の作
成など予算（全額）がほしい。（人、資料、情報などがある
内に）各業界の実務、特徴がわかり、お互いの得意分野を
活かせると考えます。菓子業界なら　「佐賀県菓子業界の
歴史と文化と歩み」など。    

■佐賀県酒造協同組合　事務局長　大坪浩明　氏
　６月は、佐賀県内すべての蔵元が酒造りも一段落し、こ
の時期は需要振興としてイベント事業を開催します。特に
酒販店・料飲店・卸業者及び一般消費者が参加し、毎年首
都圏で行う東京試飲商談会は、今年総勢500名を迎え二部

に分けての開催となりました。首都圏でイベントを開くの
は色々な面で気を遣いますが、佐賀の酒に勢いのある証拠
と受け止め海外輸出促進も含め今後も企画していきたい。

■嬉野茶商工業協同組合　理事長　井上真一郎　氏
　２番茶の仕入は、６月末でほぼ終了したが、前年より荒
茶単価は平均を上回った。今年の一番茶の価格が前年より
高かった影響と、下級茶の品物不足という事もあって、相
場的には上向き傾向であった。しかし進物関係の売れ行き
が低調の為、茶業界全体の売上げは減少傾向である。しか
し、粉末茶、ティーパック類の売上は上昇傾向にあり、取
引価格も上向きで活発である。緑茶は健康飲料という事で
マスコミも最近よく取り上げてくれるので業界としても需
要向上に努力する必要がありそうだ。

■諸富家具振興協同組合　事務局長　園田照男　氏
　ボーナス、円安効果が家具業界にも及ぶことを期待したい。

■佐賀県陶磁器工業協同組合　専務理事　百武龍太郎　氏
　共販は前年同期比87％、前年３月の消費税アップかけこ
み需要の反動後やや持ち直したが、ここ２ヶ月は13％〜
16％減で推移している。共販撤退商社や脱退組合員による
共販減は考えられるが、それにしても前年割れが続くのは
芳しくない。７、８月の様子を見て原因を判断したい。　

■肥前陶土工業協同組合　事務局　一ノ瀬秀治　氏
　６月の陶土共同販売高は、対前年同月比約100％、対前
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月比約108．5％で推移する見込み。前月５月に比べ稼働日
数の増加がそのまま数字に現われた感じで前年同月比比較
してもほぼ横這いの状況。夏場はガラス製品の需要の高ま
りから、どうしても陶磁器の動きは鈍りがち。それに加え
盆休等の連休も多く厳しい時期にさしかかる。価格改定の
時期と重なり不安もあるが、頑張って乗り切って欲しい。

■肥前陶磁器商工協同組合　専務理事　藤　雅友　氏
　前月比114.94%、前年対比108.59%。
　６月は、先月比、前年比共に100％を越える事が出来た。
オリジナルを含め自主企画、ギフト関連が受注の数も纏ま
り数字を牽引した。業務用の動きとしては、まだ依然とし
て厳しいのですが、注文等を見てみますと数は小さいです
が幅広く商社からの注文がおこなわれている。比較的動き
が鈍かった時期から比べると細かい数字でも動きがいくら
かは出てきた感もうかがえる。毎月前年比100％クリアを
目標に今後の商況に期待したい。

■佐賀青果食品協同組合　理事長　岩永敏機　氏
　６月になり天候が良くなったので野菜は高値が止まり
ジャガイモ以外は値下がりした。また６月が旬の梅は例年
になく極端に安くなった。これは梅を漬ける家庭が少なく
なった為だと思われ、安く売っても売行きはとても悪かっ
た。同じように旬のラッキョウも売行きが悪かったが、天
候不順の為品薄となり高かった。りんごは入荷減で高くな
り、バナナも入荷減で値上りした。青果業界はこの月も売
上に大きな変動はなく前月同様あまり活気のない業況だっ
た。

■佐賀鮮魚買受人協同組合　理事　坂田重利　氏
　梅雨に入り、天候不順の日が多く、入荷量が安定しなかっ
た。刺身関係の養殖ものの高値が続いた。販売動向として、
丸ものより切身魚（特に骨抜き魚）に移行している。７月
はうしの日、うなぎに期待したい。

■佐賀県石油商業組合　専務理事　光武　繁　氏
　セルフ給油所は販売価格がほとんど130円／ℓ台で、全
国平均を大幅に下回る低レベル。６月の販売実績は「悪い」。
それは構造上の減販に加え、今年は例年にない降雨に見舞
われたため。

■佐賀県自動車整備商工組合　専務理事　保利昌宏　氏
　「不正改造車を排除する運動」が平成27年６月１日から
30日までの１ヶ月間、国土交通省が定めた実施要領に基づ
き全国的に展開された。
　　当組合においても、業界の信頼を確保するため、不正
改造車の排除、不正改造防止の徹底に、なお一層強力に取
り組む必要から、各組合員各位の参加をお願いし、本運動
の周知徹底を図った。

■佐賀県クリーニング生活衛生同業組合　理事長　坂本豊美　氏
　梅雨の季節ということもあり、商品をお客様にお渡しす
ることも難しく、急ぎ物のみが売上に繋がっています。古
着のリサイクル事業は順調に集まっています。

■佐賀県美容業生活衛生同業組合　事務局長　石丸忠良　氏
・売上高はほぼ前月と変化ないが、増加傾向の店の割合が
　前月に比べて若干増加している。
・店舗改装等の相談は前年同期より減少したが、新規創業
の相談及び公庫への借入申込は前月同様の件数が発生した。

■唐津市旅館協同組合　理事長　都市 右太雄　氏
　地域振興券の旅クーポン券が６月から利用でき、増加し
た。

■佐賀県建設工業協同組合　常務理事　川副健治　氏
　平成27年６月の公共事業は、前年月比では件数が
29.5%減、請負額は30.2%減となっており、累計では件数
が23.4%減、請負額は7.2%減となっている。
　前月に引き続き同様な結果となっているが、今後は佐賀
県の肉付け予算となる６月補正の発注に期待しているとこ
ろである。
　一方、５月の住宅着工は、前年同月比では戸数は9.7％
増だが、請負額が45.1%減と落ち込んでいる。
　前月比では件数は10.0%増だが、請負額が45.7％減と
なっており、今後の動向を注視していく必要がある。

■協同組合佐賀県鉄構工業会　事務局長　大坪一徳　氏
・業況…組合員各社の手持工事量は１ヶ月〜５ヶ月、工場
　稼働率は80％〜100％であるが、工事量に格差が出てい
　る。見積り物件依頼が減少してきており先行きに不透明
　感がある。
・動向…一部の会員に工事量の減少が見られるなど、需要
　の端境期になっているが、今後物件の発注が見込まれる
　ので受注を焦らずに行うことが大事となる。
・問題点…受注単価は横這いで推移しているが、仕事量が
　減少すれば単価を下げて受注する会員外の企業への対策
　が必要となる。

■佐賀東部管工事協同組合　事務局長　本田健一　氏
　公共工事（水道工事）の発注の動きが少し出て来た感が
ある。

■佐賀県貨物自動車事業協同組合　専務理事　志波弘道　氏
（１）荷動きが悪い。近場、長距離、４トン車、大型車な
どに係わりなく低調で、梅雨時でもあり、特に平ボディ車
は厳しかった。

（２）この為、各事業所からは荷物情報を求められている
状況である。

（３）燃料価格は、徐々に上昇して来ていて、石油元売り
の恣意的な価格政策が懸念される。
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組
合
等

◎大川内山風鈴祭り
日　　時：〜８月31日（月） 
場　　所：伊万里市　大川内山(窯元群)
お問合せ：伊万里鍋島焼会館　TEL0955-23-7293
概　　要：秘陶の里・大川内山の窯元が、それぞれの伝統の技を駆使して作る、繊細にして華麗な美しい風鈴。その
　　　　　透明な音色は、私たちを夏へと誘ってくれます。魅力のある作品が楽しめる「風鈴まつり」が今年も開催
　　　　　され ます。

◎第11回有田ウィンドウディスプレイ甲子園
日　　時：〜８月23日（日）
場　　所：有田町　有田内山地区
お問合せ：有田観光協会　TEL0955-43-2121
概　　要：有田町の伝統的建築群が残る街並みにあるショーウィンドウに、高校生が飾り付けをし、その技術を競う
　　　　　アートイベント。イマジネーション豊かな展示が街を彩ります。是非有田に足をお運びいただき、ご覧く
　　　　　ださい。展示期間：7月23日(木）〜8月23日(日）。

◎第32回 富士町古湯映画祭
日　　時：９月19日(土)〜９月21日(月) 
場　　所：佐賀市富士町　フォレスタふじ
お問合せ：佐賀市富士支所産業振興課内 映画祭実行委員会事務局　TEL0952-58-2860
概　　要：すっかりお馴染みとなった、富士の大自然の中での一大映画祭。
　　　　　毎年統一テーマを掲げ、それに沿った映画を放映。今年のテーマは「役所広司さんと選んだこの7本」。
　　　　　ゲストとして役所広司さんが来場予定です。会場には温泉もあり、来場者には無料開放されます。是非お
　　　　　誘いあわせの上ご来場ください。

◎「賃金水準上昇対策特別相談窓口」設置
場　　所：佐賀市白山二丁目１－12　佐賀商工ビル６F　中央会内
概　　要：国（経済産業省）が中小企業・小規模事業者に対する金融面、生産性向上面について支援を講じ、最低賃
　　　　　金の引上げに関する環境整備に取り組む一環として中央会に標記窓口を設置しました。最低賃金の引上げ
　　　　　による影響を受ける中小・小規模企業者の相談に応じるほか、生産性向上に関する施策を広く周知する窓
　　　　　口となります。ご相談をお待ちしております。

中
央
会

　ローカル・アベノミクスの実現の為に、地方経済においては「地方創
生」が題目として掲げられております。県内組合でもこの地方創生にター
ゲットを合わせて動こうとしている組合もあります。本会で毎月実施し
ている景況状況についても、消費税増税後の昨年度は非常に厳しいもの
がありましたが、今年度に入り、僅かながらも回復の予兆が見えつつあ
るような状況となっております。政府肝いりで「地方の時代」だと地方
経済の浮揚の政策的バックアップが始まったこのタイミングを利用して、
いかに自らの事業発展に繋げていくのか、大胆な発想、あるいは発想の
転換が求められているのではないでしょうか。（Ｍ）

組合活性化情報誌 　Link リンク　NO.210
平成27年７月31日発行

佐賀県中小企業団体中央会
〒840-0826　佐賀市白山2丁目１番１2号

佐賀商工ビル6階
TEL.0952-23-4598   FAX.0952-29-6580

URL http://www.aile.or.jp　E-mail staff@aile.or.jp
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シンプルでわかり易く納得の共済掛金

県共済の各種プラン

営利でなく、相互の扶け合いを目的に。

自動車総合共済
MAP

Mutual Automobile Policy

企業の経営者、従業員、ご家族の皆様にお役に立ちます。

建物等の災害には
○火災共済
○休業補償共済

ケガや病気には
○生命傷害共済
○医療総合保障共済
○傷害総合保障共済
○所得補償共済
○労働災害補償共済

車の事故には
○自動車総合共済
○自動車事故費用共済

〒840－0826　佐賀市白山二丁目１番12号
佐賀県火災共済協同組合
TEL0952－24－6984　FAX0952－24－6907

お問合せ・お申し込みは　佐賀県中小企業団体中央会

企業の経費節減、個人の家計費の軽減にお役にたつ共済事業
今、注目されています。




